


 

 
図5．県外参加者（するスポーツ）の再訪意図に 

関する仮説モデルの検証 

 
仮説モデルを検証するためパス解析を行った結果，

大会満足度が高いほど、名護市のイメージが良くなる。

また、大会満足度が高いと、名護市を再訪しようとい

う気持ちに直接影響することが明らかになった。 

 
４－４．「北海道日本ハムファイターズ」のキャンプ

における県外観戦者に対する質問紙調査 
（2012年2月） 

サンプルの特性は、男性が33.3％（57名）、女性が

66.7％（114 名）であり、30 代～50 代で約 7 割を占

めた。サンプルの居住地は、北海道が圧倒的に多く

（65.9%）、ファンである割合も高い（87.0%）。つま

り、北海道に住んでいる「北海道日本ハムファイター

ズ」のファンが多くキャンプ観戦に来ている。名護市

内に宿泊している観戦者が多く（71.3％）、キャンプ観

戦における飲食、お土産、観光にかかる費用の平均は、

40,085円であった。キャンプ・クオリティ（1：「そう

思わない」～4：「そう思う」）について、最も評価が

高かったのは、「ファイターズの選手のプレイは素晴ら

しい」（3.75）であり、次いで「ファイターズの選手の

プレイに興奮する」（3.61）、「キャンプ会場で同伴者と

充実した時間を過ごした」（3.58）であった。一方、最

も評価が低かったのは、「キャンプ会場の施設はきれい

でよく整備されている」と「キャンプ会場内での案内

表示は十分な数である」（2.53）であった。 

図6は、県外観戦者の再訪意図に関する仮説モデル

の検証結果を示している。仮説モデルを検証するため

に、まずキャンプ・クオリティに関して、主因子法に

よる探索的因子分析を行った結果、「会場」「楽しみ」

「観戦者」「情報提供」及び「時間」の5因子が抽出さ

れた。次に、パス解析を行った結果、媒介変数である

目的地イメージに影響を及ぼしているのは、過去の訪

問、キャンプ・クオリティの「会場」「楽しみ」「観戦

者」「情報提供」であった。すなわち、名護市の訪問回

数が多く、キャンプ会場、キャンプでの楽しみ、他の

観戦者、及びキャンプに関する情報提供についての評

価が良くなると、名護市のイメージが良くなる。次に、

従属変数である再訪意図に影響を及ぼしているのは、

過去の訪問、キャンプ・クオリティの「楽しみ」と「観

戦者」、及び目的地イメージであった。すなわち、名護

市の訪問回数が多いと、今後また名護市を訪れようと

いう気持ちが強くなる。さらに、キャンプでの楽しみ

が増え、他の観戦者を好意的に感じるほど、今後また

名護市を訪れようと思う気持ちが強くなる。以上のこ

とから、仮説 1、仮説 3、及び仮説 5 は支持され、仮

説2と仮説4は一部支持された。パス解析の結果、独

立変数が媒介変数である目的地イメージを説明する精

度は49％であり、独立変数と媒介変数が従属変数であ

る再訪意図を説明する精度は37％を示した。 

 
図6．県外観戦者（みるスポーツ）の再訪意図に 

関する仮説モデルの検証 

 
本調査の目的は、沖縄県名護市を訪れた県外観戦者

（みるスポーツ）の再訪意図に影響を及ぼす要因を明

らかにすることであった。仮説モデルを検証するため

パス解析を行った結果、名護市を訪れた回数が多く，

キャンプのサービスが良いほど、名護市のイメージが

良くなる。加えて、名護市を訪れる回数が多く、キャ

ンプのサービスが良く、名護市のイメージが良いと、

名護市をまた訪れようと思う気持ちが強くなることが

明らかになった。 

 
５．まとめ 
本研究の目的は、沖縄県名護市におけるスポーツツ

ーリストの実態を把握するとともに、スポーツツーリ

ズムによる地域活性化の効果を明らかにすることであ

った。分析の結果、以下 4 点の結果が導き出された。 

1．名護市関係者へのインタビュー調査の結果、地

域住民がスポーツイベントに参加することで、地域

住民の健康が増進される。また、県外参加者が増え

ることで名護市のイメージが向上され、最終的に、
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地域活性化に結び付けられるという強い意向がみ

られた。 

2．名護市民に対する質問紙調査の結果、スポー

ツツーリズム（スポーツ観光）によって得られる効果

や影響を、住民は「社会的効果」「環境的効果」「経済

的効果」「否定的な影響」の 4 要因で認知している。

さらに「社会的効果」と「経済的効果」を受けるほど、

「否定的な影響」を受けないほど、スポーツツーリズ

ム（スポーツ観光）を支持することが明らかになった。 

3．「名護・やんばるツーデーマーチ」の県外参加者

に対する質問紙調査の結果、大会満足度が高いほど、

名護市のイメージが良くなる。また、大会満足度が高

いと、名護市を再訪しようという気持ちに直接影響す

ることが明らかになった。 

4．「北海道日本ハムファイターズ」のキャンプの県

外観戦者に対する質問紙調査の結果、名護市を訪れた

回数が多く、キャンプのサービスが良いほど、名護市

のイメージが良くなる。加えて、名護市を訪れた回数

が多く、キャンプのサービスが良く、さらに名護市の

イメージが良いと、名護市をまた訪れようと思う気持

ちが強くなることが明らかになった。 

以上の結果から、名護市や名護市民は、名護市で行

われているスポーツイベントやスポーツキャンプに来

訪する沖縄県外からの人に対し、スポーツツーリズム

（スポーツ観光）による効果や、ひいては地域活性化

につながることを期待していることが明らかになった。

また、沖縄県外から名護市に来訪する「するスポーツ」

と「みるスポーツ」のスポーツツーリストは、スポー

ツイベントに満足すると、ならびにスポーツキャンプ

に対する評価が良いと、再度名護市を訪れようという

意思を持つ。地域のサポートなしに、地域における持

続可能なツーリズム産業を発展させることは困難であ

ることから（Andereck & Vogt，2000）、名護市や名

護市民が一体となり、名護市を活性化させるために、

スポーツイベントやスポーツキャンプをまちづくりの

重要なツールと捉え、持続的に、ならびに戦略的に行

う必要があると言える。 
このように、本研究を行うことでスポーツ観光のま

ちづくりへの基礎資料を得ることができた。そして、

スポーツ観光のまちづくりに向けての促進材料となり、

さらなる波及効果も期待できるだろう。 
 
 
参考文献 

Andereck, K. L. & Vogt, C. A. (2000) The 
Relationship between Residents’ Attitudes 
toward Tourism and Tourism Development 
Options. Journal of Travel Research 39(8): 27-36． 

Funk, D. C., Toohey, K., & Bruun, T. (2007) 

International Sport Event Participation: Prior 
Sport Involvement; Destination Image; and 
Travel Motives. European Sport Management 
Quarterly 7(3): 227-248. 

Hair, J. F. Jr., Black, W. C., Babin, B. J., & Anderson, 
R. E. (2010) Multivariate data analysis (7th ed.). 
Upper Saddle River, Prentice Hall: NJ, USA. 
原田宗彦・木村和彦編（2009）スポーツ・ヘルスツー

リズム．大修館書店：東京． 
原田尚幸・山崎利夫（1998）スポーツイベントにおけ

る広報活動－トライアスロン大会に関するイメージ

について．鹿屋体育大学紀要19：35-42． 
服部愛子・山口泰雄（2001）海外ウォーキングイベン

トに参加するスポーツ・ツーリストの旅行動機に関

する研究．修士論文 神戸大学． 

Hritz, N. & Ross, C. (2010) The Perceived Impacts 
of Sport Tourism, An Urban Host Community 
Perspective．Journal of Sport Management 24: 
119-138． 

Kaplanidou, K. & Vogt, C. (2007) The 
Interrelationship between Sport Event and 
Destination Image and Sport Tourists’ 
Behaviours. Journal of Sport & Tourism 12(3-4): 
183-206. 

川西正志（研究代表者）（2000）第12回全国スポーツ・

レクリエーション祭参加者調査報告書．PALS
（Promotion of Active Life-Style）研究プロジェク

ト成果報告書．鹿屋体育大学． 

川西正志（研究代表者）（2000）第 2 回いぶすき菜の

花ツーデーマーチ参加者調査・実験結果報告書．

PALS（Promotion of Active Life-Style）研究プロジ

ェクト成果報告書．鹿屋体育大学. 

Klenosky, B. D. (2002) The “Pull”of Tourism 
Destinations: A Means-End Investigation ，

Journal of Travel Research：384－395. 
Ko, Y. J., Zhang, J., Cattani, K., & Pastore, D. 

(2011) Assessment of event quality in major 
spectator sports. Managing Service Quality 
21(3): 304-322. 

松本耕二・野川春夫（1990）ホノルルマラソン完走者

の満足度要因の分析．レクリエーション研究 23：
38-39． 

内閣府大臣官房政府広報室（2009）体力・スポーツに

関する世論調査報告書． 

野川春夫（1992）スポーツ・ツーリズムに関する研究

―ホノルルマラソンの縦断的研究―．鹿屋体育大学

学術研究紀要7：43-55． 

野川春夫（2011）地域活性化をもたらすスポーツ施策

－スポーツ力を地域力に－．月刊自治フォーラム 

158



 

616：5-7． 

野川春夫（研究代表者）（1990）地域活性化における

スポーツイベントの総合研究調査報告書．平成元年

鹿屋体育大学研究特別経費研究成果報告書．鹿屋体

育大学． 

野川春夫（研究代表者）（1994）スポーツ・ツーリズ

ムと経済効果に関する研究．平成5年度文部省科学

研究費（一般研究C）研究成果報告書，鹿屋体育大

学． 

野川春夫・工藤康宏（1997）スポーツ・ツーリストの

イベント参加を規定する要因に関する研究－Push 
factorとPull factorに着目して－．鹿屋体育大学学

術研究紀要17：65-72． 

佐々木土師二（1996a）「旅行者行動の心理学」に向け

て（2），関西大学社会学部紀要28（2）：27-68． 

佐々木土師二（1996b）「旅行者行動の心理学」に向け

て（3）．関西大学社会学部紀要28（3）：41-73． 

Standeven, J. & De knop, P. (1999) SPORT 
TOURISM．Human Kinetics，USA． 

社団法人日本ウォーキング協会HP 
 http://www.walking.or.jp/rally/japan/index.html 
 （2012年2月24日） 

山口泰雄（2000）生涯スポーツとイベントの社会学—

スポーツによるまちおこし—（第2版）．創文企画：

東京． 

Yamaguchi, Y. (2002) Sport Tourism, Sport 
Volunteer and Sport For All．Journal of Asiania 
Sport For All 1：29-36． 

山口泰雄（研究代表者）（1991）地域活性化における

スポーツイベントの社会経済的研究．平成3年度文

部省科学研究費（一般研究：C）研究成果報告書．

神戸大学． 
山口泰雄（研究代表者）（2010）第23回名護・やんば

るツーデーマーチ参加者調査報告書．神戸大学． 
山口泰雄・谷口幸一・川元克秀・長ヶ原誠・青木高

（2000）高齢者の運動と生活満足度に関する調査研

究報告書．（財）健康・体力づくり事業財団． 

Yuan, S. & MacDonald, C. （1990）Motivational 
Determinates of International Pleasure Time. 
Journal of Travel Research Summer: 42-44． 

 

 
この研究は笹川スポーツ研究助成を受けて実施し

たものです。 
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